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投稿規程 

 

1. 投稿資格 投稿は会員および会員から推薦を受けた者から募る。 

2. 投稿原稿 投稿原稿は他の雑誌などで公刊されていないものに限る。口頭発

表をまとめたもの、紀要などに載ったものを改訂したものは、その旨を記載す

ること。投稿原稿は、研究論文及び研究ノートとする。研究論文は、オリジナ

リティーのある新しい知見を含んだものでなければならない。 

3. 使用言語 日本語及び英語とする。 

4. 特殊文字ならびに日本語のローマ字化 ギリシア語・キリール文字以外の

特殊文字はローマ字化する。音声字母は、国際音声字母 (International Phonetic 

Alphabet)を用いる。日本語のローマ字化は､ 1つの方式を統一的に使用する。 

5. 参照文献 参照文献は、本文または注釈において引用または言及したものの

みを論文の末尾にまとめる。単行本、論文集ならびに論文は、下記の様式で記

載すること。 

単行本､論文集: 

著(編)者 発行年 書籍名 (和文の場合『』で、欧文の場合イタリックまたは下

線で修飾) 発行地 (和文の場合不要) 発行所 (出版社または研究機関) 

論文: 

著(編)者 発行年 論文名 (和文の場合｢｣で､欧文の場合‘ ’で囲む｡) 収録雑誌名

または収録書籍名 雑誌の号数 記載ページ 

6. 提出様式 電子媒体 (MS WordあるいはLaTeX) での提出のみを認める。紙

媒体での提出は認めない。MS Word ファイルあるいは LaTeXのソースファイ

ルとともに PDF ファイルを提出すること。提出する原稿はホームページから

入手できるスタイルシート、テンプレート、最終号の論文等を参考にして、そ

のまま入稿できる形で、ホームページに指定されたアドレスに添付ファイルで

提出すること。また、メール本文に原稿の種類 (研究論文か研究ノートか) を

記すこと。 

7. 採否 投稿論文は 2名の匿名の査読者により審査される。投稿原稿の採否は

査読者の審査を受けた形で編集部が決定する。 

（2018年月 12日 31日改訂） 



238                                                 一般言語学論叢第 21号 (2018) 

 

筑波一般言語学研究会規約 

 

第 1条（名称） 

本会の名称は「筑波一般言語学研究会」とする。 

第 2条（目的） 

本会は、言語に関する学術的研究成果の発表等を行い、言語研究の発展に

寄与することを目的とする。 

第 3条（事業） 

本会は、以下の事業を行う。 

1. 毎年一回『一般言語学論叢』の発行 

2. その他必要な事業 

第 4条（事務局） 

本会の事務局を、山口市吉田1677-1 山口大学人文学部言語情報学乾研究

室気付に置く。 

第 5条（会員） 

本会は言語研究に熱意を有し、本会規約を了承するものをもって構成する。 

第 6条（役員） 

本会には会員の互選により次の役員を置く。会長 1 名、書記・会計ほか

若干名。役員の任期は 1年とする。 

第 7条（会費） 

会員の会費は年額 10,000円とする。 

第 8条（経費） 

本会の経費は、会費、寄付金等を以てこれに当てる。 

第 9条（規約の改正変更） 

本会規約の改正変更には、正会員の 3分の 2以上の賛同を必要とする。 

付則 

本規約は 1998年 10月 31日発効の規約を 2005年 7月 30日に改正した

もので、2005年 8月 1日より発効する。 



             編集後記 

 

 『一般言語学論叢』の 21 号をお届けします。今号は、梶茂樹氏よりご

寄稿いただきました。詳しい経緯は割愛しますが、なんやかんやあって

結果として、こちらで掲載できる運びとなりました。私としては、とに

かく公刊できたことでほっとしております。筑波一般言語関係者が調査

していない言語に関する内容ですので、老眼になっても視野が広がる契

機となりました。また、久しぶりに院生からの投稿があり、継続の甲斐

があったかと思っております。昨今の課程博士事情を鑑みると学会誌に

一直線という指導体制なので、もちろん悪いことではないのですが、紙

幅に制約がある学会誌で書き尽くせないものを書くための別の機会とい

うのは必要かと思っております。そういった環境を生かして、研究ノー

トでは日本語のパラトグラムに関する資料が 150 ページ分公開されまし

た。これまでの中で最も多いページ数となりましたが、今号から紙媒体

を取りやめたため、財政が困窮せずに助かっております。 

 最後になりましたが、快く査読を引き受けてくださった査読者の方々、

編集作業に協力してくださった編集委員の方々に、この場を借りて深く

感謝の意を表します。                      (F.T.) 
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